
今月の主な内容
  Ｐ2　10年後（平成37年）の伊豆市の姿を描く
  Ｐ8　お早めに！市県民税の申告、『所得税及び
　　　復興特別所得税』の確定申告

P10　天城北道路・国道１３６号が
　　　通行止めになります
Ｐ17　キラリ、輝く仕事人
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移
り
住
む
子
ど
も
を
増
や
す

　

さ
て
、
伊
豆
市
は
伊
豆
半
島
で
も
突
出

し
て
少
子
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
現
状

が
私
た
ち
の
潜
在
的
な
力
を
示
し
て
い
る

と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

修
善
寺
駅
は
新
幹
線
の
三
島
駅
か
ら
35

分
で
す
し
、
１
時
間
に
４
本
の
運
行
は
ま

さ
に
都
市
交
通
と
い
え
る
も
の
で
す
。
駅

か
ら
１
㎞
圏
内
に
は
高
校
、
中
学
校
、
小

学
校
、
こ
ど
も
園
、
市
役
所
、
伊
豆
赤
十

字
病
院
、
図
書
館
が
あ
り
、
修
善
寺
温
泉

ま
で
10
分
、
江
の
浦
湾
（
沼
津
市
）
ま
で

20
分
と
い
う
理
想
的
な
立
地
に
あ
り
ま
す
。

修
善
寺
駅
、
牧
之
郷
駅
を
核
と
し
た
住
宅

地
整
備
に
、
万
難
を
排
し
て
着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
伊
豆
、
湯
ケ
島
、
土
肥
の
定

住
促
進
も
悲
観
的
に
な
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
首
都
圏
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

見
る
と
、
20
代
の
若
い
人
た
ち
、
特
に
女

性
の
『
田
舎
暮
ら
し
』
の
希
望
が
多
い
の

で
す
。
私
た
ち
は
都
市
部
住
民
の
思
い
を

正
確
に
知
る
『
情
報
受
信
能
力
』
と
、
伊

豆
の
魅
力
を
都
市
部
に
知
ら
せ
る
『
情
報

発
信
能
力
』
の
い
ず
れ
に
も
磨
き
を
か
け

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
言
葉
を
変

え
る
と
、『
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
』

と
言
っ
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
中

伊
豆
や
湯
ケ
島
の
里
山
、
土
肥
の
海
辺
と

い
っ
た
美
し
い
環
境
の
中
で
、
子
育
て
を

し
た
い
人
た
ち
は
決
し
て
少
な
く
な
い
の

で
す
。

 　
「
伊
豆
に
は
働
く
所
が
な
い
か
ら
」
と

い
う
声
も
し
ば
し
ば
耳
に
し
ま
す
が
、
既

に
職
を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
つ
ま
り
職

人
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
で
成
果
を

挙
げ
て
い
る
ま
ち
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

光
フ
ァ
イ
バ
整
備
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
産
業
（
※
）

を
誘
致
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
今
ま
さ
に
、
私
た
ち
の
地
域
力

が
試
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
２
年
が
勝
負

　

こ
れ
か
ら
成
人
式
（
市
制
20
周
年
）
に

向
け
て
真
に
自
立
を
目
指
す
私
た
ち
に

と
っ
て
、
今
何
が
最
も
大
切
な
の
か
、
ど

の
よ
う
に
優
先
順
位
を
設
定
す
る
の
か
、

今
後
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
財
政
の
中
で
、

何
を
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
将
来
に
対
す

る
責
任
で
も
あ
り
ま
す
。

　

主
権
者
で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
、
決
し
て
良
い
も
の
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

大
枠
を
決
め
る
の
は
今
年
と
来
年
の
２
年

間
で
す
。
各
年
齢
２
０
０
人
を
実
現
す
る

た
め
、
伊
豆
市
の
資
源
を
集
中
す
る
こ
と

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
※
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
（
情
報
処
理
）
や
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
情
報
通
信
）
に
関
連
す
る

産
業
の
こ
と
で
す
。

　

今
年
４
月
の
新
年
度
か
ら
、
地
方
交
付

税
の
減
額
が
始
ま
り
ま
す
。
ま
だ
詳
細
は

決
ま
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
平
成
31

年
ま
で
の
５
年
間
で
段
階
的
に
10
億
円
を

超
す
予
算
が
減
っ
て
い
き
ま
す
。
ギ
リ

ギ
リ
ま
で
の
行
政
改
革
を
断
行
し
つ
つ
も
、

将
来
に
向
け
て
の
投
資
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
昨
年
は
、
市
制
10
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
『
未
来
づ
く
り
セ
ッ

シ
ョ
ン
』
を
開
催
し
、
伊
豆
市
の
10
年

後
の
姿
を
模
索
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

今
年
策
定
す
る
『
第
２
次
伊
豆
市
総
合
計

画
』
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

従
来
の
総
合
計
画
は
、
行
政
が
行
な
う
す

べ
て
の
事
業
を
網
羅
し
た
も
の
で
し
た
。

　

民
間
企
業
の
よ
う
に
採
算
性
が
低
い
事

業
を
、
大
胆
に
廃
止
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

な
い
自
治
行
政
に
限
界
が
あ
る
こ
と
は
事

実
で
す
。

　

今
年
か
ら
始
ま
る
地
方
交
付
税
の
減
額

に
対
応
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
将
来
に

と
っ
て
致
命
的
な
課
題
で
す
。
こ
れ
を
乗

り
切
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
方
交
付
税

の
減
額
が
終
了
す
る
平
成
32
年
度
以
降
、

安
定
的
に
行
政
を
運
営
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

各
年
齢
２
０
０
人
計
画

　

私
が
市
長
と
し
て
取
り
組
む
行
政
の
目

的
は
、『
自
立
・
自
律
可
能
な
行
政
の
姿

を
構
築
す
る
』
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
目
標

と
し
て
、『（
15
歳
以
下
の
）
各
年
齢
の
人

口
２
０
０
人
を
維
持
す
る
』
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
中
学
３
年
生
の
人
数
が

２
５
０
人
で
す
の
で
、
２
０
０
人
と
い
う

の
は
決
し
て
望
ま
し
い
数
字
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
過
去
３
年
間
に
生
ま
れ

た
赤
ち
ゃ
ん
が
１
６
３
人
、
１
４
４
人
、

１
７
０
人
で
あ
る
と
い
う
現
実
を
見
る
と
、

や
さ
し
い
目
標
で
は
な
い
こ
と
も
事
実
で

す
。
で
は
な
ぜ
２
０
０
人
な
の
か
。
私
は

こ
う
考
え
ま
し
た
。

　

土
肥
小
学
校
で
は
、
１
ク
ラ
ス
を
し
っ

か
り
と
維
持
し
た
い
、
そ
の
た
め
に
は
机

を
４
列
×
５
列
並
べ
た
い
、
つ
ま
り
20
人

で
す
。
中
伊
豆
小
学
校
と
天
城
小
学
校
で

は
24
人
を
２
ク
ラ
ス
（
48
人
）
欲
し
い
。

そ
し
て
、
修
善
寺
の
小
学
校
を
統
合
す
る

と
す
れ
ば
、
何
と
し
て
も
24
～
30
人
の
ク

ラ
ス
を
３
ク
ラ
ス
（
84
人
）
維
持
し
た
い
。

つ
ま
り
、
２
０
０
人
と
い
う
の
は
、
各
地

区
の
小
学
校
を
健
全
に
維
持
で
き
る
ギ
リ

ギ
リ
の
数
字
と
考
え
た
の
で
す
。

生
ま
れ
る
子
ど
も
を
増
や
す

　

伊
豆
市
の
出
生
数
を
増
や
す
た
め
に
は
、

市
内
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
い
人
た
ち
が
、

こ
こ
で
仕
事
を
得
て
、
家
庭
を
持
て
る
だ

け
の
所
得
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
『
静
岡
県
総
合
計
画
』
に
お
け
る
伊
豆

半
島
の
位
置
付
け
は
、『
世
界
レ
ベ
ル
の

魅
力
あ
ふ
れ
る
自
然
を
生
か
し
た
観
光
交

流
圏
』
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
商
工
業
振
興

を
維
持
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

全
体
と
し
て
は
観
光
交
流
事
業
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
未
来
を
拓ひ
ら

く
道
に
な
り
ま

す
。『
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
』
は
、
今

年
の
世
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
を
目
指
し
、

平
成
30
年
に
は
天
城
北
道
路
が
完
成
し
、

平
成
32
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
私
た

ち
が
愛
す
る
伊
豆
の
良
さ
を
、
よ
り
多
く

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
絶
好
の
機

会
で
す
。

　

そ
し
て
、
伊
豆
市
で
生
ま
れ
た
子
ど
も

た
ち
を
し
っ
か
り
と
市
内
で
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
は
、
今
後
も
着
実
に
整
備

し
て
い
き
ま
す
。
勇
気
が
要
る
こ
と
で
し

た
が
、
昨
年
か
ら
高
校
生
に
対
す
る
通
学

費
の
補
助
も
始
め
ま
し
た
。
新
た
な
こ
ど

も
園
の
整
備
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充

実
な
ど
、
幼
児
教
育
か
ら
高
校
生
支
援
ま

で
を
一
貫
し
て
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

      

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　   
10
年
後
（
平
成
37
年
）
の
伊
豆
市
の
姿
を
描
く

強
い
ア
マ
ゴ
は
餌
場
を
確
保
し
て
川
に
残
る
。

戦
い
に
敗
れ
た
ア
マ
ゴ
は
海
に
下
り
、

豊
富
な
餌
の
中
で

ア
マ
ゴ
の
何
倍
も
大
き
い
サ
ツ
キ
マ
ス
に
成
長
す
る
。

し
か
し
、
敵
の
多
い
海
で

サ
ツ
キ
マ
ス
に
ま
で
生
き
残
れ
る
確
率
は
１
％
も
な
い
。

伊
豆
市
は
戦
う
。

戦
っ
て
生
き
残
る
。

生
き
残
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
つ
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
豆
市
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

豊
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問合せ／健康増進課☎（72）9861

　
タ
バ
コ
に
は
、
ニ
コ
チ
ン
や
タ
ー
ル
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
害
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
タ
バ
コ

を
吸
っ
た
煙
よ
り
、
タ
バ
コ
か
ら
立
ち
上
が
る
副
流
煙
の
方
が
、
害
が

多
い
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
こ
う
し
た
タ
バ
コ
の
受
動
喫
煙
の
防
止
運
動
を
推
進
し
て
い
る
伊
豆

総
合
高
等
学
校
と
、
伊
豆
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

伊
豆
市
の
取
り
組
み

■
市
役
所
敷
地
内
全
面
禁
煙

　
市
で
は
、『
伊
豆
市
総
合
計
画
』
や
『
健

康
い
ず
21
計
画
重
点
事
業
』
な
ど
に
お
い

て
、
受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
タ
バ
コ
を
吸
う
こ
と
は
、
自
分
の

健
康
を
害
す
る
上
、
周
囲
に
も
健
康
被
害

を
及
ぼ
す
の
で
、
吸
わ
な
い
環
境
づ
く
り

が
必
要
で
す
。

　

平
成
26
年
５
月
１
日
か
ら
毎
月
１
日
、

11
日
、
21
日
、
31
日
は
、
市
役
所
敷
地
内

全
面
禁
煙
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
来
庁

の
際
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
が
ん
予
防
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

タ
バ
コ
を
吸
う
人
も
吸
わ
な
い
人
も
、

タ
バ
コ
の
こ
と
、
肺
が
ん
や
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）
の
こ
と
な
ど
の

タ
バ
コ
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身
に

付
け
ま
し
ょ
う
。

と
き
／
２
月
28
日
（
土
）
14
時
～
16
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容
／

『
幼
児
期
か
ら
の
が
ん
予
防
～
生
活
習
慣

か
ら
タ
バ
コ
ま
で
～
』

講
師
：
加
治 

正
行 

氏

（
静
岡
市
保
健
所
長
、 

対
が
ん
協
会
理
事
）

参
加
費
／
無
料

そ
の
他
／

予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
／

健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

■
分
煙
計
画
か
ら
全
面
禁
煙
化
の
達
成

　

駅
周
辺
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
分
煙
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
問
題
意
識
を
持
っ
た
生

徒
は
、
自
ら
調
査
し
、
分
煙
計
画
を
立
て

ま
し
た
。

　

そ
の
過
程
で
健
康
増
進
課
に
相
談
し
、

分
煙
に
つ
い
て
バ
ス
会
社
に
打
診
し
た
と

こ
ろ
、
駅
周
辺
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
あ
っ

た
灰
皿
が
す
べ
て
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

■
活
動
の
報
告

　

11
月
17
日
（
月
）、

市
役
所
本
庁
別
館

で
、
３
人
が
『
修

善
寺
駅
お
よ
び
周

辺
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
禁
煙
に
つ
い

て
』
の
報
告
を
行

な
い
ま
し
た
。

　

市
長
や
公
共
交

通
事
業
者
な
ど
が
集
ま
る
『
地
域
公
共
交

通
会
議
』
で
、
今
後
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

■
伊
豆
総
合
高
等
学
校
の
今
後
の
活
動

　

今
後
は
、『
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
』
で
受
動

喫
煙
防
止
を
進
め
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
Ａ
ブ
ル
ー
リ

ボ
ン
活
動
（
※
）
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
計
画

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

青
い
バ
ン
ダ
ナ
な
ど
を
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン

に
見
立
て
高
校
生
の
バ
ッ
グ
に
付
け
て
、

広
告
塔
と
し
て
受
動
喫
煙
防
止
の
協
力
を

呼
び
掛
け
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
伊
豆
総
合
高
等
学
校
の
取
り

組
み
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
周
知
活
動

　

駅
周
辺
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
全
面
禁
煙

化
の
周
知
の
た
め
に
、
伊
藤
さ
ん
、
市
川

さ
ん
、
土
屋
さ
ん
の
3
人
と
健
康
増
進
課

と
の
共
同
で
11
月
26
日
（
水
）
に
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

修
善
寺
駅
で
は
、
駅
の
利
用
者
に
チ
ラ

シ
を
配
り
、
周
辺
の
店
舗
に
協
力
の
呼
び

掛
け
を
し
ま
し
た
。

（※）ＩＬＣＡブルーリボン活動
　この活動は、青いリボンをシ
ンボルにカナダで平成 11 年に
始まった受動喫煙防止運動です。
　活動名のＩＬＣＡは、『I love 
clean air』の頭文字を取ったも
のです。

▲灰皿が置かれていた以前のバスターミナル▲灰皿が撤去された後のバスターミナル

▲チラシを配る 3 人（右）とチラシ（左）

こ
の
活
動
を
通
し
て
、

受
動
喫
煙
防
止
運
動
が

広
が
る
こ
と
を
祈
っ
て

ま
す
。

修
善
寺
駅
利
用
者
の
一

人
一
人
が
協
力
し
て
、

タ
バ
コ
の
煙
で
苦
し
ん

で
い
る
人
を
な
く
し
て

い
き
た
い
で
す
。

■
3
人
か
ら
一
言
コ
メ
ン
ト

伊
い

藤
とう

 大
や ま と

和さん市
いち

川
かわ

 諒
りょう

さん土
つち

屋
や

 隆
たか

弘
ひろ

さん

▲ブルーリボン（バンダナ）
を付けたバッグ

タバコについて
考えてみませんか？
受動喫煙防止に向けての
伊豆総合高等学校と伊豆市の取り組み

▲プレゼンテーションする 3 人

細
か
い
と
こ
ろ
か
ら

段
階
を
踏
ん
で
、
受
動

喫
煙
防
止
運
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

伊
豆
総
合
高
等
学
校
の
取
り
組
み

■
修
善
寺
駅
お
よ
び

　

周
辺
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
受
動
喫
煙
防
止

　

伊
豆
総
合
高
等
学
校
総
合
学
科
の
伊
藤

大
和
さ
ん
、
市
川
諒
さ
ん
、
土
屋
隆
弘
さ

ん
の
３
人
が
、
修
善
寺
駅
お
よ
び
周
辺
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
以
下
『
駅
周
辺
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
』）
で
の
受
動
喫
煙
防
止
運

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
同
校
の
『
伊
豆
地
域
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
一
環
で
、
地
域
の
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
活
動
の
き
っ
か
け

　

き
っ
か
け
は
、
副
流

煙
に
む
せ
る
小
学
生
を

見
て
、
何
と
か
助
け
て

あ
げ
た
い
と
考
え
た
こ

と
で
し
た
。

　

駅
周
辺
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
観
光
地

『
伊
豆
』
の
玄
関
で
あ
る
と
と
も
に
、
小

中
学
生
、
高
校
生
が
通
学
路
と
し
て
利
用

し
て
い
ま
す
が
、
灰
皿
が
あ
り
ま
し
た
。

▲



　こちらの入賞作品は、食育講座や学校・保育園などの給食で活用したいと考えています。また、商工会
や市内スーパーと連携して、入賞料理の活用（商品化）に協力してくださる店舗を募集する予定です。

★★★
★
★
★

★★★★★

★
★
★
★

★★
★

【 料理名 】

たっぷり野菜の
ヘルシーハンバーグ

【 料理名 】

　市では、食育を推進し、健康の維持増進のために野菜摂取を呼び掛けています。
　このコンテストは、伊豆市食育推進会議で提案され、野菜をたっぷり使った料理
をテーマに毎年開催しています。
　本年度は39点の応募作品の中から、1次審査で6点に絞られ、10月18日（土）の
最終審査で金・銀・銅賞が決定しました。今年は干しシイタケを使った優秀な料理
に対し、シイタケ特別賞を設けました。
　金・銀・銅およびシイタケ特別賞の皆さんは、11月23日（日・祝）に開催された

『This伊豆収穫祭&JAまつり伊豆～市制施行10周年記念祭～』の中で表彰されま
した。金賞作品は、会場の中で試食として来場者に振る舞われました。

問合せ／健康増進課☎（72）9861

　市では、食育を推進し、健康の維持増進のために野菜摂取を呼び掛けています。
　このコンテストは、伊豆市食育推進会議で提案され、野菜をたっぷり使った料理
をテーマに毎年開催しています。
　本年度は39点の応募作品の中から、1次審査で6点に絞られ、10月18日（土）の
最終審査で金・銀・銅賞が決定しました。今年は干しシイタケを使った優秀な料理
に対し、シイタケ特別賞を設けました。
　金・銀・銅およびシイタケ特別賞の皆さんは、11月23日（日・祝）に開催された

『This伊豆収穫祭&JAまつり伊豆～市制施行10周年記念祭～』の中で表彰されま
した。金賞作品は、会場の中で試食として来場者に振る舞われました。

問合せ／健康増進課☎（72）9861

伊豆のふるさとハンバーグ
【 料理名 】

【 料理名 】

　伊豆市のおいしいシイタケをたくさ
ん食べていただきたくて考えた料理で
す。干しシイタケと生シイタケの食感の
違いを楽しんでください。

【 料理名 】

金刺 菜摘さん
（伊豆総合高等学校）

かねざし  なつみ

もり の 　や　え　こ

お や い で 　 たかこ

小柳出 貴子さん
（伊豆中央ケアセンター）

お や い で 　 たかこ

小柳出 貴子さん
（伊豆中央ケアセンター）

森野 八重子さん（一般）

　　わたしの  
伊豆ベジ地満コンテスト

　　わたしの  
伊豆ベジ地満コンテスト

じ　　ま　んじ　　ま　ん

第3回第3回

カサゴをさばく高校生 調理審査の様子

『This伊豆収穫祭＆ＪＡまつり伊豆～市制施行10周年祭』での表彰式料理をプレゼンテー
　　　　ションする参加者

試食審査の様子

伊豆市の
ベジタブル満載

・・　　

・・　　　・　

今後に注目！

地満の作品はこちら
・・

シイタケ天の
豆腐マヨネーズ

山下 美砂さん（一般）
やました　み  さ

【 料理名 】

　ライスにもソースにも野菜を使いま
した。ソースに使うシイタケは厚めに切
って、干しシイタケのおいしさを味わっ
てください。

森のおいしいたけ
オムライス

森田 裕介さん（一般）
もりた　ゆうすけ

シイタケ特別賞

イズシカ肉の米飯入り
柔らか竜田揚げ

入選

　イズシカと豆腐を使い、野菜
たっぷりのトマトソースで少し
煮込みました。脂肪が少なく、食
物繊維たっぷりでヘルシーに仕
上げました。

銅賞イズシカ肉の
麻婆豆腐風

【 料理名 】

　低脂肪のイズシカ肉をマーボ
ー豆腐風にした料理です。肉を
細切りにして存在感を出しまし
た。鶏ガラをベースに塩としょう
ゆですっきりした味わいです。

銀賞銀賞

清水 恵さん
（伊豆中央ケアセンター）

しみず　めぐみ

　土肥の海で釣ったカサゴ
を揚げて、さっぱりした味
つけの野菜あんをかけま
した。ワサビのすりおろし
がワンポイントです。

金賞金賞 海と山のコラボ
カサゴの野菜あん

（左から）南條 正和さん、居山 勝則さん、
田丸 健太さん（土肥高等学校）

なんじょう  まさかず いやま   かつのり

たまる     けんた

2015. 17 2015. 1 6



★申告はインターネットを利用すると便利です！
（www.e-tax.nta.go.jp）

2015. 19 2015. 1 8

市県民税の申告、
『所得税及び
復興特別所得税』の確定申告

問合せ／三島税務署☎ 055（987）6711　税務課☎（72）9854

◎還付になる主な控除（給与や年金から所得税が源泉徴収されている人）

平成 26 年分『所得税及び復興特別所得税』の還付申告相談会

　例年、確定申告の期間中は、会場が大変込み合います。所得税の還付申告は、でき
る限り 2月 12日（木）までに行ないましょう。また、昨年（平成 25年分）から復興
特別所得税を所得税と併せて申告・納付することとされています。

説　明　会　　　　　　　　　 会　場　　　　　　　 期　間　　　　　   　 時　間

税務署職員による出張相談会
住宅借入金等特別控除相談会

市役所職員による還付申告相談会

2月５日（木）・6日（金）

2月9日（月）～12日（木）
（祝日を除く）

9時30分～11時
13時～16時本庁別館

2 階大会議室 8時30分～11時
13時～16時

医療費控除
サラリーマンなどで、平成26年中に10万円（または所得の5％）を超える医療費を払った人
※保険などで補てんされた金額は除きます。

サラリーマンなどで、平成26年中に住宅ローンを利用し、マイホームを新築、購入または増改
築した人（一定の要件あり）

平成 26 年中に退職し、再就職していないなどで年末調整を受けてない人

国保税や保険料などの支払いがある人

災害や盗難などで住宅や家財などに損害を受けた人雑損控除

住宅借入金等
特別控除

中途退職の人

給与と公的年金・
公的年金のみの人

　市では、平成26年分『所得税及び復興特別所得税』の還付申告相談会を２月５日（木）
から始めます。給与や年金から所得税が源泉徴収されている人は、確定申告により還
付されることがあります。
　必要書類などを持参し、下記の時間内でご都合のよいときにお越しください。

お早めに！

〇給与所得の源泉徴収票　　　　　　〇公的年金の源泉徴収票
〇生命保険、地震保険の支払証明書　〇健康保険、年金の支払証明書
〇医療費の領収書など（事前に合計額を計算してください）
≪住宅借入金等特別控除のある人≫
□住民票・建物や土地の登記事項証明書　□取得価格の分かる契約書（写し）

□住宅取得資金に係る借入金の年末残高証明書 など

〇筆記用具　〇計算機　〇認印
〇本人名義の還付先口座が分かる物

◎必要な書類 ◎持ち物

市県民税の申告と確定申告の相談、受け付け

市役所の申告会場では、譲渡所得や青色申告、贈与税、『消費税及び地方消費税』の
相談受け付けはできません。三島税務署の申告会場（三島商工会議所）で相談、申告をしてください。

 会　場

土肥支所 3階大会議室

2月13日（金）～3月16日（月）（土日を除く） 午前・・・8時30分～11時
午後・・・13時～16時

時　間期　間

本庁別館 2階大会議室

3月4日（水）～3月11日（水）（土日を除く） 午前・・・8時30分～11時
午後・・・13時～15時30分

税務署による出張相談日
２月１3日（金）～3月16日（月）（土日を除く）

午前・・・9時30分～11時
午後・・・13時～16時

税理士による無料相談日
２月１3日（金）～2月27日（金）（土日を除く）

税理士による無料相談日
３月4日（水）～３月6日（金）

午前・・・9時30分～12時
午後・・・13時～16時

◎市役所の申告会場

◎三島税務署の申告会場

三島商工会議所
1階TMOホール

※三島駅から徒歩4分です。
2月13日（金）～3月16日（月）（土日を除く）

９時～17時
※混雑状況により早めに受け付けを
　終了する場合があります。

 会　場 時　間期　間

※三島商工会議所の駐車場は有料です。市営中央駐車場を利用の場合は、駐車券を申告会場で提示すると無料
　になります。ただし台数には限りがありますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。
※期間中、三島税務署は申告会場ではありませんが、時間外収受箱への投函による提出ができます。

◎所得税及び復興特別所得税
○事業所得や不動産所得などがあり、所得税を計算し

た結果、納付税額がある人
○給与所得者で収入金額が 2,000 万円を超える人
○年金受給者で公的年金などの収入金額が 400 万円

を超える人
○給与・退職所得や公的年金などの雑所得以外の所得

金額が 20 万円を超える人など
※確定申告書の『復興特別所得税額』欄の記載漏れが

ないようご注意ください。

◎市県民税
○平成 26 年中に収入のあった人
○所得証明書などが必要な人
○国民健康保険に加入している人など
※確定申告をする人や給与所得だけで年末調整の済ん

だ人は、市県民税の申告は不要です。
※公的年金などの収入金額が 400 万円以下で、『所得

税及び復興特別所得税』の還付申告などを行なわな
い人でも市県民税の控除を受けるためには、市県民
税の申告が必要です。

申　告　が　必　要　な　人

イータックス　　　　　　　検索
▲このバナーが目印！

午前・・・9時30分～12時
午後・・・13時～16時
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国
土
交
通
省
か
ら
お
知
ら
せ

天
城
北
道
路
・
国
道
１
３
６
号
が

通
行
止
め
に
な
り
ま
す

平成 27 年 1 月から

国民健康保険高額療養費が
改正されます

　所得区分を細分化し、それぞれの所得に応じた負担になることを目的に、
70 歳未満の人の国民健康保険高額療養費が次のとおり変更となります。
　ただし、70 歳以上 75 歳未満の人の自己負担限度額は据え置かれます。
　併せて高額介護合算療養費の算定基準額なども見直しとなります。詳細
はお問い合わせください。この改正については、市ホームページにも掲載
していますのでご覧ください。　　　　　問合せ／市民課☎（72）9856

■【平成 27 年 1 月診療分から】70 歳未満の自己負担限度額（月額）

所　得　区　分

上位所得者

一　　　般

4 回目以降

140,100 円

  93,000 円

  44,400 円

  44,400 円

  24,600 円

総　所　得　額

901 万円超

600 万円超～ 901 万円以下

210 万円超～ 600 万円以下

210 万円以下

3 回目まで

252,600 円＋
（医療費－ 842,000 円）× 1％

167,400 円＋
（医療費－ 558,000 円）× 1％

80,100 円＋
（医療費－ 267,000 円）× 1％

57,600 円

35,400 円住民税非課税世帯

※『総所得額』とは、各被保険者の所得から基礎控除（33 万円）を差し引いた額です。
※『4 回目以降』とは、過去 12 カ月間に、1 つの世帯での支給が 4 回以上あった場合の、4 回目以降の限度額です。
※世帯員の中に所得未申告の人がいる場合、その世帯は『上位所得者』の『所得区分』として見なされます。

所　得　区　分

上位所得者

一　　　般

■【参考：12 月診療分まで】70 歳未満の自己負担限度額（月額）

4 回目以降

83,400 円

44,400 円

24,600 円

総　所　得　額

600 万円超

600 万円以下

3 回目まで

150,000 円＋
（医療費－ 500,000 円）× 1％

80,100 円＋
（医療費－ 267,000 円）× 1％

35,400 円住民税非課税世帯

このように変わります

■平成 27 年 1 月からの自己負担額の計算例（限度額適用認定証を提示した場合の窓口支払限度額）
一医療機関に入院して医療費が 100 万円かかった場合（40 歳・総所得 300 万円・自己負担割合 3 割）

80,100 円 +（100 万円－ 267,000 円）× 1% ＝ 87,430 円
※限度額適用認定証を提示しない場合、3 割負担を支払い、後日、国保に申請し認められれば差額分が支給されます。

■
天
城
北
道
路
通
行
止
め

　

天
城
北
道
路
の
大
平
Ｉ
Ｃ
で
、
オ

フ
ラ
ン
プ
（
降
り
口
）
の
切
り
替
え

工
事
を
行
な
う
た
め
、
修
善
寺
Ｉ
Ｃ

～
大
平
Ｉ
Ｃ
間
下
り
車
線
（
下
田
行

き
）
が
次
の
期
間
、
通
行
止
め
に
な

り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
上
り
車
線
（
三
島
行
き
）

は
通
常
ど
お
り
通
行
で
き
ま
す
。

と
き 
／

１
月
26
日
（
月
）
以
降
２
月
10
日
（
火
）

ま
で
の
期
間
中
10
日
間
（
予
定
）

※
期
間
中
は
、
昼
夜
連
続
で
通
行
止

め
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
／
天
城
北
道
路
・
修
善
寺
Ｉ

Ｃ
～
大
平
Ｉ
Ｃ
（
下
田
行
き
）

■
国
道
１
３
６
号
夜
間
通
行
止
め

　

天
城
北
道
路
と
国
道
１
３
６
号
と

の
交
差
部
（
陸
橋
部
）
で
工
事
を
行

な
う
た
め
、
国
道
１
３
６
号
が
次
の

期
間
、
夜
間
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
／
２
月
６
日
（
金
）
以
降
２
月

10
日
（
火
）
ま
で
の
期
間
中
２
日
間

（
予
定
）

※
天
城
北
道
路
の
通
行
止
め
と
同
時

に
規
制
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
／
国
道
１
３
６
号

天
城
北
道
路
の
交
差
部
（
陸
橋
部
）

問
合
せ
／

国
土
交
通
省
沼
津
河
川
国
道
事
務
所

　

☎
０
５
５
（
９
３
４
）
２
０
０
７

土
地
対
策
課
☎
（
83
）
５
２
０
４

新しい道路を
造っています

修善寺道路修善寺道路

修善寺IC

大平IC

越
路
ト
ン
ネ
ル

至三島▲ 至修善寺駅方面▶

至
修
善
寺
温
泉
・
戸
田
◀

136

至下田▼

本立野

大平

通行止め
個所

通行止め
個所

天城北道路

上
り
車
線

下
り
車
線
通
行
止
め

下
り
車
線
通
行
止
め

※詳細日程につ
いては、現地
に予告板を設
置します。

国道136号
夜間通行止め個所
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伊
豆
半
島
一
周
サ
イ
ク
リ
ン
グ

▲海あり山あり、風光明媚な伊豆半島を楽しみながらサイクリング！

　

11
月
29
日
（
土
）・
30
日
（
日
）、伊
豆
半
島
を
巡
る

『
伊
豆
半
島
一
周
サ
イ
ク
リ
ン
グ
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
本
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
と
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
は
、52
人
の
サ
イ

ク
リ
ス
ト
が
参
加
。１
日
目
は
天
城
越
え
を
し
、２
日

目
は
西
伊
豆
の
海
岸
沿
い
を
走
破
し
ま
し
た
。全
長

１
７
７・７
㎞
、標
高
差
約
７
０
０
ｍ
の
ハ
ー
ド
な
コ
ー

ス
で
し
た
が
、伊
豆
半
島
の
絶
景
や
紅
葉
を
見
な
が
ら
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

秋
の
伊
豆
を
満
喫

▲中学生や高校生、保護者などによるパネルディスカッション

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

伊
豆
市
青
少
年
健
全
育
成
大
会

　

11
月
29
日
（
土
）、生
き
い
き
プ
ラ
ザ
で『
伊
豆
市

青
少
年
健
全
育
成
大
会
』を
開
催
し
ま
し
た
。大
会

に
は
市
内
の
児
童
や
生
徒
、教
育
関
係
者
な
ど
約

３
５
０
人
が
出
席
。『
青
少
年
の
主
張
』や
ス
ポ
ー
ツ・

文
化
活
動
な
ど
の
功
労
者
表
彰
の
ほ
か
、記
念
行
事

と
し
て
高
校
生
な
ど
に
よ
る
活
動
プ
レ
ゼ
ン
や
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
い
ま
し
た
。パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

一
斉
に
年
末
の
大
掃
除
！

伊
豆
市
年
末
ク
リ
ー
ン
作
戦

▲自らの手で地域をきれいに！旭滝を清掃する地元の中学生

12
月
７
日（
日
）、市
内
43
地
区
、一
般
廃
棄
物
協

同
組
合
か
ら
約
３
千
人
が
参
加
し
て
、『
伊
豆
市
年
末

ク
リ
ー
ン
作
戦
』を
行
な
い
ま
し
た
。

地
区
で
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
地
区
内
の
清
掃
活

動
を
行
な
い
、一
般
廃
棄
物
協
同
組
合
の
皆
さ
ん
は
各

地
区
の
清
掃
活
動
で
集
め
た
ご
み
を
収
集
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
１・６
ｔ
の
ご
み
が
回

収
さ
れ
、市
内
が
と
て
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲スライドにより２０人の参加者に珍しい植物を紹介する山口理事

今
回
の
テ
ー
マ
は
『
花
』

第
3
回
ジ
オ
パ
ー
ク
市
民
講
座

　

11
月
15
日（
土
）、市
役
所
本
庁
別
館
で『
第
3
回
ジ

オ
パ
ー
ク
市
民
講
座
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、ま
ず
３
種
類
の
火
山
実
験
で
伊
豆
半
島

の
生
い
立
ち
で
あ
る
火
山
の
仕
組
み
に
つ
い
て
学
ん

だ
後
、『
花
か
ら
紐ひ
も

解
く
、ジ
オ
パ
ー
ク
』と
題
し
て
伊

豆
半
島
ジ
オ
ガ
イ
ド
協
会
理
事
の
山や
ま
ぐ
ち
や
す
ひ
ろ

口
康
裕
氏
の
講

義
を
受
け
ま
し
た
。参
加
者
は
、伊
豆
市
で
し
か
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
花
や
植
物
な
ど
、世
界
に
誇
る
自
然

環
境
を
再
発
見
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
23
日（
日
・
祝
）、天
城
ド
ー
ム
な
ど
で『
Ｔ
ｈ

ｉ
ｓ
伊
豆
収
穫
祭
＆
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
伊
豆
～
市
制
施
行

10
周
年
記
念
祭
～
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ド
ー
ム
内
外
に
は
、Ｊ
Ａ
や
各
種
団
体
・
企
業
80
店

の
ブ
ー
ス
が
並
び
、自
慢
の
商
品
を
販
売
。来
場
者
は

一
店
舗
ず
つ
の
ぞ
き
な
が
ら
、買
い
物
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。ま
た
、防
災
・
交
通
安
全
な
ど
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
も
行
な
わ
れ
、イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

多
く
の
ブ
ー
ス
で
大
盛
況

伊
豆
市
の
秋
の
味
覚
が
一
堂
に
集
う ▲会場はブースやお客さんで大にぎわい！約8,000人が来場

▲協定書を手にする山
やましたたけし

下剛支配人（左）と市長

災
害
時
の
心
強
い
味
方

『
百
笑
の
湯
』
と
災
害
協
定
を
締
結

　

11
月
25
日（
火
）、市
役
所
で「（
株
）時と
き
の
す
み
か

之
栖
修
善

寺『
伊
豆
温
泉
村
万ば
ん
ぷ
く
ひ
ゃ
く
わ
ら
い

福
百
笑
の
湯
』と
伊
豆
市
と
の

災
害
時
に
お
け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
締
結
式
」を

行
な
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、地
震
や
台
風
、大
雪
な
ど
の
災
害
が

発
生
し
、地
元
住
民
の
避
難
が
必
要
に
な
っ
た
場
合

や
、観
光
客
な
ど
帰
宅
困
難
者
が
発
生
し
た
場
合
に
、

『
伊
豆
温
泉
村
万
福
百
笑
の
湯
』が
避
難
ス
ペ
ー
ス

や
入
浴
な
ど
の
支
援
協
力
を
す
る
も
の
で
す
。



問合せ／学校教育課☎（83）5470

　
か
つ
て『
原
野
商
法
』と
い
っ
て
、

価
値
の
な
い
山
奥
の
原
野
に
つ
き

「
将
来
価
値
が
上
が
る
」な
ど
と
勧

誘
し
て
売
り
付
け
る
被
害
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た『
原
野
商
法
』の
被
害

者
、ま
た
は
そ
の
相
続
人
に
対
し
、

「
土
地
が
売
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」な

ど
と
電
話
を
か
け
、「
そ
の
た
め
に
は

境
界
線
復
元
工
事
が
必
要
」、「
測
量

が
必
要
」な
ど
と
言
い
、高
額
の
お

金
を
だ
ま
し
取
る『
原
野
商
法
の
二

次
被
害
』は
、今
ま
で
も
見
ら
れ
ま
し

た
が
、平
成
26
年
に
な
っ
て
相
談
件

数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
勧
誘
電
話
は
安
易
に

信
じ
込
ま
ず
、事
業
者
名
、担
当
者
名
、

電
話
番
号
を
聞
き
取
り
、消
費
者
セ
ン

タ
ー
や
市
役
所
に
確
認
す
る
な
ど
慎

重
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　   

司
法
書
士 
山
田 

茂
樹（
文
と
絵
）

悪
質
商
法
に
関
す
る
問
合
せ
／
　

市
民
課
☎（
７２
）９
８
５
８

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

日
日
短
歌
会

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ

歌
　
壇

『近年増加している原野商法の二次被害に注意！』

ふ
る
さ
と
か
ら
学
ぶ

ふ
る
さ
と
か
ら
学
ぶ

ふ
る
さ
と
か
ら
学
ぶ

熊坂
小学校

修善寺
中学校

御
身
よ
り
時
の
流
れ
の
重
か
ら
む
飛
鳥
大
仏
釈
迦
如
来
像

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　山
田

　敦
子
（
柏
久
保
）

窓
ま
ど
に
朱
色
の
灯
り
光
ら
せ
て
フ
ェ
リ
ー
入
り
く
る
夜
更
け
の
港

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小
川

　志
げ
子
（
大
野
）

思
ひ
出
の
祖
母
の
手
あ
り
て
半
世
紀
入
学
式
の
さ
く
ら
の
ト
ン
ネ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小
澤

　智
子
（
伊
豆
の
国
市
）

時
せ
ま
り
百
四
十
個
の
弁
当
を
美
美
し
く
盛
つ
て
と
会
長
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小
柳
出

　喜
久
江
（
柏
久
保
）

猪
の
通
り
道
な
る
山
土
手
に
栗
の
実
爆
ぜ
て
転
り
て
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　菊
池

　す
み
江
（
伊
豆
の
国
市
）

夢にきらめけ われら伊豆っ子！夢にきらめけ われら伊豆っ子！

ネ
ル
ソ
ン
と
の
交
流

ネ
ル
ソ
ン
と
の
交
流

ネ
ル
ソ
ン
と
の
交
流

　
2
点
目
は
、
5
年
生
が
ふ
る
さ

と
狩
野
川
の
恵
み
に
つ
い
て
学
ぶ

『
総
合
的
な
学
習
の
時
間
』
に
つ
い

て
で
す
。9
月
に
は
、
狩
野
川
漁
業

協
同
組
合
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、『
ア
ユ
釣
り
体
験
』を
行

な
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
、
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
教
え
て
い
た
だ
き
、

地
域
の
皆

さ
ん
へ
の

感
謝
の
気

持
ち
と
、ふ

る
さ
と
の

素
晴
ら
し

さ
を
実
感

し
て
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
ふ
る
さ
と
に
誇
り

を
持
つ
こ
と
を
通
し
て
、心
豊
か
な

子
ど
も
に
育
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
伊
豆
市
学
校
教
育
の

目
標
で
あ
る
『
ふ
る
さ
と
伊
豆
に

誇
り
を
持
ち
、
夢
や
こ
こ
ろ
ざ
し

を
持
っ
て
、
心
豊
か
に
生
き
る
子

ど
も
の
育
成
』
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

●
撃
退
法
は『
疑
い
・
確
認
・
相
談
』

　
社
会
問
題
化
し
て
い
る『
振
り
込

め
詐
欺
』。誰
も
が「
な
ぜ
だ
ま
さ
れ

る
」と
思
っ
て
い
て
も
、自
分
の
家
族

の
一
大
事
だ
と
言
わ
れ
る
と
冷
静

さ
を
失
っ
て
し
ま
し
ま
す
。

　
ど
ん
な
場
合
も
、ま
ず
疑
い
ま
し
ょ

う
。次
に
ど
ん
な
話
で
も
、
必
ず
本
人

に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。最
後
は
自
分
一

人
で
判
断
せ
ず
、
家
族
や
警
察
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。電
話
で
お
金
を
要
求

す
る
話
は
、『
振
り
込
め
詐
欺
』で
す
。

●
孤
独
を
感
じ
る
高
齢
者
が
増
加

　
万
引
き
は
少
年
非
行
の
入
り
口

だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
高

齢
者
に
よ
る
万
引
き
が
多
い
の
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。特
に
６５
歳
以

上
の
高
齢
者
に
よ
る
万
引
き
は
、全

体
の
７
割
近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
原
因
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
不
足
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。地
域
一
体
と

な
っ
た
見
守
り
で
、万
引
き
を
防
止
で

き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
本
校
で
は
、学
校
教
育
目
標
で
あ

る『
気
づ
き 

考
え 

や
り
ぬ
く
子
』を

目
指
し
、地
域
の
教
育
的
資
源
を
活

用
し
、
生
涯
学
習
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
重
点
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。こ

れ
に
迫
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り

組
み
を
2
点
紹
介
し
ま
す
。

　
1
点
目
は
、
全
校
児
童
が
参
加

す
る『
狩
野
川
台
風
に
学
ぶ
会
』に

つ
い
て
で
す
。今
か
ら
57
年
前
の
9

月
26
日
に
未
曽
有
の
被
害
を
も
た

ら
し
た
狩
野
川
台
風
。本
年
度
は
、

そ
れ
を
体
験
さ
れ
た
塩
谷
昭
一
さ

ん
と
山
口
文
雄
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。2
階
の
壁
を
突
き
破
っ

て
裏
山
に
逃
げ
た
こ
と
、
暗
闇
の

中
で
助
け
を
求
め
る
声
が
響
き
渡

っ
た
こ
と
、台
風
後
に
多
く
の
支
援

を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
、想

像
を
絶
す

る
体
験
談

に
子
ど
も

た
ち
は
真

剣
に
耳
を

傾
け
て
い

ま
し
た
。

▲『狩野川台風に学ぶ会』の様子

　
本
年
度
も
姉
妹
都
市
ネ
ル
ソ
ン

と
の
交
流
を
通
し
て
、
友
好
親
善
、

相
互
理
解
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
伊
豆
市
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
校
の
学

年
報
告
会
で
発
表
し
た
参
加
者
か

ら
の
感
想
で
す
。

　
男
子
２
人
、
女
子
5
人
の
計
7

人
が
参
加
し
た
事
業
で
し
た
が
、

全
員
が
自
己
課
題
を
再
発
見
し
、

新
た
な
目
標
を
設
定
す
る
な
ど
、

実
り
の
多

い
体
験
と

な
り
ま
し

た
。こ
の

事
業
が
今

後
も
継
続

さ
れ
る
こ

と
を
希
望

し
ま
す
。

▲学年報告会の様子

●
安
全
安
心
な
冬
休
み
を
！

　
大
仁
署
管
内
で
は
、子
ど
も
や
女

性
に
対
す
る
不
審
者
事
案
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
日
暮
れ
の
早
い
冬
は
、
周
囲
の
危

険
察
知
も
遅
く
な
り
、不
審
者
に
と

っ
て
は
活
動
し
や
す
い
時
期
で
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し

て
い
る
冬
休
み
も
始
ま
り
ま
す
。休

み
に
入
る
と
、子
ど
も
同
士
の
外
出

や
留
守
番
な
ど
、心
配
な
こ
と
も
多

く
な
り
ま
す
。被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に
も
日
ご
ろ
か
ら
家
族
で
被
害

防
止
策
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

《
中
伊
豆
で
不
審
者
事
案
発
生
》

　
１１
月
初
旬
、遊
ん
で
い
た
男
子
児

童
に
対
し
て
、「
マ
ジ
ッ
ク
を
見
せ
て

あ
げ
る
」と
男
が
声
を
掛
け
、
人
目

に
付
か
な
い
建
物
の
奥
へ
連
れ
て
い

き
下
半
身
を
露
出
し
た
。

◆
一
人
で
留
守
番
し
て
い
る
と
き
は

家
族
の
約
束
を
し
っ
か
り
守
っ
て
！

〇
不
用
意
に
ド
ア
を
開
け
な
い
。

　
集
金
や
宅
配
便
を
装
い
家
に
入

り
込
ん
で
き
ま
す
。

〇
電
話
で
家
族
の
情
報
を
話
さ
な
い
。

　
大
人
の
不
在
を
確
認
し
て
家
に

入
り
込
ん
で
き
ま
す
。

❖年齢別万引き件数
60代
以上

50代

40代

30代

20代

10代
0    10  20  30  40

35

5

5

9

3

8

　
ぼ
く
は
、カ
ナ
ダ
の
学
習
会
や

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。ま
ず
学
習
会

で
は
、自
分
の
課
題
に
つ
い
て
見
つ

め
直
し
ま
し
た
。ぼ
く
は
積
極
性

に
欠
け
、初
対
面
の
人
に
は
ど
う

し
て
も
緊
張
し
て
し
ま
い
、話
す
の

を
ち
ゅ
う
ち
ょ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

カ
ナ
ダ
で
は
何
と
か
こ
の
こ
と
を

克
服
し
た
い
と
思
い
な
が
ら
、出

発
と
な
り
ま
し
た
。

　
カ
ナ
ダ
は
気
候
や
食
生
活
な
ど

す
べ
て
が
日
本
と
違
っ
て
い
ま
し

た
。夏
だ
と
い
う
の
に
朝
が
と
て
も

寒
く
、緯
度
が
高
い
の
で
太
陽
が

沈
む
の
も
遅
く
、夜
8
時
く
ら
い

ま
で
明
る
い
の
で
す
。主
食
は
パ

ン
で
、ご
飯
も
生
魚
も
出
ま
せ
ん
。

現
地
の
人
の
英
語
の
話
し
方
も
速

く
、聞
き
取
る
の
に
必
死
で
し
た

が
、少
し
ず
つ
分
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。「
単
語
さ
え
分
か
れ
ば
何

と
か
な
る
。だ
か
ら
、日
常
の
授
業

で
単
語
を
も
っ
と
勉
強
し
た
い
」。

そ
う
思
い
ま
し
た
。

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ワ
ッ
グ

さ
ん
に
は
、と
て
も
優
し
く
接
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。英
語
を
は
じ
め
、

自
信
の
な
か
っ
た
カ
ナ
ダ
の
生
活

で
す
が
、表
情
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
だ

け
で
も
気
持
ち
が
通
じ
る
の
だ
と

分
か
り
、少
し
積
極
的
に
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
っ
と
語
学
を
磨
き
、将
来
カ
ナ

ダ
を
訪
問
し
、ワ
ッ
グ
さ
ん
に
成
長

し
た
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
、ぼ
く
の

新
し
い
目
標
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
2
年
3
組
　
竹
内 

優
太
郎

▲『アユ釣り体験』の様子
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保育園・幼稚園・こども園の紹介

◆重点目標　①しっかり挨拶できる子
　　　　　　②しっかり話せる子
　　　　　　③しっかり聞ける子

　　　　　　

修善寺保育園修善寺保育園

ジ　　　オジ　　　オ

大地からの贈り物
～ジオだより～

大地からの贈り物
～ジオだより～

　
71
人
の
園
児
が
、
夏
祭
り
、
年
長
児
の
お
泊
ま
り

保
育
、
運
動
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
た
ち
と
の
か
か
わ
り
と
豊
か

な
経
験
を
通
し
て
、
よ
り
た
く
ま

し
く
成
長
し
た
姿
を
見
せ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
本
年
度
も
３
つ
の
重

点
目
標
を
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

①
『
し
っ
か
り
挨
拶
で
き
る
子
』…

「
お
は
よ
う
」

「
あ
り
が
と
う
」
「
ご
め
ん
な
さ
い
」
な
ど
、
場
や

状
況
に
あ
っ
た
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

②
『
し
っ
か
り
話
せ
る
子
』…

大
人
が
先
回
り
す
る

の
で
は
な
く
、
子
ど
も
か
ら
の
発
信
を
促
す
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
必
要
な
こ
と
、
自
分
の
気
持
ち
を
、

徐
々
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

③
『
し
っ
か
り
聞
け
る
子
』…

『
話
を
聞
く
と
き
は
相

手
に
お
へ
そ
を
向
け
て
』
を
合
言
葉
に
、
大
人
や
友

達
の
話
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
月
１
回
、
『
ノ
ー
テ
レ
ビ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ

ー
』
で
は
、
子
ど
も
が
自
分
で
好
き
な
絵
本
を
持
ち
帰

り
、
家
庭
で
読
み
聞
か
せ
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

『
あ
ゆ
の
会
』
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
会
も
、
子
ど
も
た

ち
の
聞
く
・
話
す
力
を
伸
ば
し
て
く
れ
ま
す
。
修
善
寺

小
学
校
と
の
交
流
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
職
員
の
交

流
も
あ
り
情
報
交
換
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
恵
ま
れ
た
環
境
を
宝
に
、
健
や
か
な
子

ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

市内には、魅力ある多くのジオサイトが
あります。ここでは、ジオサイトの紹介
や取り組みについてご紹介します。
問合せ／観光交流課☎（72）9911

市内には、魅力ある多くのジオサイトが
あります。ここでは、ジオサイトの紹介
や取り組みについてご紹介します。
問合せ／観光交流課☎（72）9911

　
熱
海
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。観
光
地

や
温
泉
場
に
縁
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。修
善
寺
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
、
14

年
が
た
ち
ま
す
。華
道
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
を
学
び
、
花
に
携
わ
る
仕
事

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
か『
花
屋
の
女

房
』
に
な
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た（
笑
）。『
花
屋
』は
、
重
労
働
で
体

力
勝
負
の
仕
事
で
す
。で
も
私
、
花
か
ら
パ

ワ
ー
を
も
ら
っ
て
生
き
て
い
ま
す
か
ら
。

　
好
き
な
こ
と
を
な
り
わ
い
に
す
る
こ
と

は
、厳
し
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
が
、幸
せ

な
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。多
く
の
人
に
『
花

の
あ
る
幸
せ
』
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

秋津 ゆきみ さん秋津 ゆきみ さん

キ
ラ
リ
、 

　輝
く
仕
事
人

仕
事
に
か
け
る
思
い

今
後
の
目
標
や
夢

　
伊
豆
市
商
工
会
駅
前
支
部
『
花
い
っ
ぱ

い
ミ
ッ
シ
ョ
ン
』
で
、
駅
と
修
善
寺
橋
に

『
フ
ラ
ワ
ー
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
』

を
作
っ
て
飾
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
多

く
の
反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
手
入
れ

を
し
て
い
る
と
「
き
れ
い
だ
ね
、
ご
苦
労

さ
ま
」
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
花
を

通
し
て
、
新
た
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
た

こ
と
は
と
て
も
幸
せ
に
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
春
か
ら
無
料
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
を
始
め
ま
し
た
。
花
屋
の
女
房
的
目
線

で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
商
品
や
新
入
荷
の
花

の
紹
介
な
ど
を
発
信
し
、
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

や
り
が
い

55歳 （柏久保）55歳 （柏久保）【趣味】
読書、CD・DVD鑑賞

【ストレス解消法】
女子会、アーティストのライブ

　ここでは、市内で頑張って働く人
を紹介します。市内には、ステキな
人がたくさん！意外と知らない仕
事など、どのような思いで仕事に
取り組んでいるのかを紹介します。
問合せ／産業振興課☎（88）4300

   花や あきつﾌﾙｰﾙ   花や あきつﾌﾙｰﾙ

Vol.10Vol.10

あ き つ

　

▲お年寄りとの交流

　
赤
い
の
ぼ
り
が
目
印
の
『
修
善
寺
橋
通

り
商
店
街
』
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
次
々
に
楽
し
い
ア
イ
デ
ア
ば

か
り
出
る
の
で
、
皆
さ
ん
が
び
っ
く
り
す

る
こ
と
が
起
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
修
善
寺
橋
の
『
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ

ッ
ト
』
は
形
は
変
え
て
も
ず
っ
と
続
け
て

『
修
善
寺
橋
』
を
心
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に

し
た
い
で
す
ね
。
お
客
さ
ま
の
要
望
に
フ

ィ
ッ
ト
で
き
る
商
品
を
ご
提
案
で
き
る
よ

う
に
、
ア
ン
テ
ナ
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
お
て
ん
ば
で
や
ん
ち
ゃ
な
元

気
者
が
ど
ん
な
『
花
屋
の
古
女
房
』
に
な

る
か
、
自
分
自
身
が
一
番
楽
し
み
で
す
。

～ ジ オ を 知 ろっ♪ ～～ ジ オ を 知 ろっ♪ ～ 第4回 ジオパーク市民講座第4回 ジオパーク市民講座

とき／1月24日（土）9時～12時ごろ
8時30分～受け付け
集合場所／市役所本庁別館
対象／伊豆半島ジオパークに興味が
ある市民、または市内在住・在勤の人
内容／『産業から紐解く、ジオパーク』
講師／伊豆半島ジオガイド協会中伊
豆エリアの皆さん
参加費／無料
定員／先着30人
申込み／1月15日（木）までに住所、
氏名、電話番号、生年月日を観光交流
課へお電話でお申し込みください。
問合せ／観光交流課☎（72）9911

今回は
屋外学習！！

至大仁

至
修
善
寺
温
泉

狩野川

修善寺橋
修善寺

駅

至伊東
交番（柏久保552-5）

あきつフルール

＊ ＊ ＊ 今回はバスを利用し、外に出て現地で学びます！ ＊ ＊ ＊ 

136
ひも

▲修善寺小との交流

▲『あゆの会』の読み聞かせ

山田川 牧之郷
瓜生野

熊坂
修善寺 I.C.修善寺 I.C.

柏久保

加殿
大見川大平 I.C.大平 I.C. 日向

年川

下白岩

八幡

城川

冷川

姫之湯
地
蔵
堂
川

狩
野
川

❶大仁金山跡
❷棒石山

❸修善寺温泉

❹旭滝

❺城隆起断層

❼梅木レンガ水路橋

❻筏場ワサビ田

※当日の天候によりコースの変更が
　生じる場合があります。

136
N

S

ぼいしやま

じょうりゅうきだんそう
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お知らせ★市役所へのお問い合わせは、原則 8 時 30 分から17 時 15 分までとなります（土日・祝日・年末年始を除く）。

は
た
ち
の
歯
周
疾
患
健
診

　

成
人
式
終
了
後
、『
は
た
ち
の
歯
周
疾
患

健
診
』
を
行
な
い
ま
す
。

　

口こ
う

腔く
う

内
の
健
康
は
、
糖
尿
病
や
肥
満
な

ど
の
生
活
習
慣
病
に
関
係
す
る
だ
け
で
な

く
、
食
事
や
会
話
を
楽
し
む
な
ど
、
豊
か

な
人
生
を
送
る
た
め
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

自
分
の
歯
の
健
康
を
知
る
良
い
機
会
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
／
１
月
11
日
（
日
）

記
念
撮
影
終
了
後

と
こ
ろ
／

生
き
い
き
プ
ラ
ザ

対
象
／
新
成
人

受
診
料
／
無
料

そ
の
他
／

受
診
さ
れ
た
人
に
は
、

図
書
カ
ー
ド
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

平
成
27
・
28
年
度
一
般
競
争
（
指
名
競

争
）
参
加
資
格
審
査
申
請
の

定
期
受
け
付
け
を
行
な
い
ま
す

受
付
期
間
／

１
月
26
日
（
月
）
～
２
月
13
日
（
金
）
必
着

申
請
書
類
／

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法
／
郵
送
ま
た
は
持
参

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
／
財
務
課
☎
（
72
）
９
８
６
６

償
却
資
産
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

　

償
却
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
人
は
、

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産
の

状
況
を
市
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限
／
２
月
２
日
（
月
）

※
小
型
特
殊
自
動
車
に
該
当
す
る
ト
ラ
ク

タ
ー
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
は
、
公

道
走
行
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
軽
自
動

車
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。
償
却
資
産

税
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
税
務
課

償
却
資
産
税
の
場
合
☎
（
72
）
９
８
５
２

軽
自
動
車
税
の
場
合
☎
（
72
）
９
８
５
４

『
森も

林り

づ
く
り
県
民
税
』
に
よ
る

森
林
整
備
の
推
進

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

に
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
る

『
森
林
づ
く
り
県
民
税
』
を

財
源
と
し
て
『
森
の
力
再
生

事
業
』
を
行
な
い
、
森
林
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
手
入
れ
が
遅
れ
た
森

林
や
竹
林
の
整
備
を
通
じ
て
森
林
の
持
つ

公
益
的
機
能
を
高
め
、
快
適
な
暮
ら
し
環

境
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

対
象
地
域
／

　
『
森
の
力
再
生
事
業
』
で
整
備
で
き
る

森
林
は
、
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
県
東
部
農
林
事
務
所
ま
た
は
農

林
水
産
課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

補
助
率
／
１
０
０
％

事
業
内
容
／

■
『
人
工
林
再
生
整
備
』

　

手
入
れ
が
行
き
届
か
ず
、
荒
廃
し
た
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
森
林
で
、
列
状
や
群
状
に

40
％
程
度
の
伐
採
を
行
な
い
、
広
葉
樹
が

自
然
に
発
生
す
る
よ
う
に
誘
導
し
ま
す
。

■
『
竹
林
・
広
葉
樹
林
等
再
生
整
備
』

　

放
置
さ
れ
て
い
る
竹
林
は
、
竹
を
伐
採

し
、
広
葉
樹
林
に
誘
導
し
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
る
こ
と
な
く
放
置
さ
れ
て
い

る
広
葉
樹
林
は
、
適
切
な
密
度
に
な
る
よ

う
に
伐
採
を
し
ま
す
。

問
合
せ
／　

県
東
部
農
林
事
務
所
森
林
整
備
課

☎
０
５
５
（
９
２
０
）
２
１
７
０

農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
３

『
伊
豆
市
奨
学
金
』
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
将
来
有
望
な
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
な
高
校
生
や
大
学
生
に
奨
学
金
を
無

利
息
で
貸
与
し
ま
す
。
奨
学
金
は
、
卒
業

後
8
年
以
内
に
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

返
還
さ
れ
た
お
金
は
後
輩
の
奨
学
金
と
し

て
再
び
活
用
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、

相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

貸
与
月
額
／

○
高
等
学
校
…
上
限
１
万
６
千
円

○
専
門
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
（
大
学

院
含
む
）
…
上
限
２
万
円

申
込
み
・
問
合
せ
／

学
校
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
０

電
子
申
告
（
ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
に
必
要
な

住
基
カ
ー
ド
・
電
子
証
明
書
の
取
得
は

お
早
め
に
！ 

　
『
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
』
は
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、

税
理
士
事
務
所
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
申
告
、
申

請
・
届
け
出
な
ど
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。 

利
用
す
る
た
め

に
は
、
市
役
所
で
発

行
す
る
電
子
証
明
書

付
き
住
基
カ
ー
ド
が

必
要
で
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
の
発
行
は
、
市
民
課
・
各

支
所
で
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

電
子
証
明
書
の
取
得
は
市
民
課
の
み
の
取

り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
住
基
カ
ー
ド
の
発
行
手
数
料
は

５
０
０
円
で
す
が
、
市
で
は
75
歳
以
上
の

人
の
発
行
手
数
料
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

顔
写
真
付
き
の
住
基
カ
ー
ド
は
、
公
的
な

身
分
証
明
書
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
運
転
免
許
証
な
ど
を
お
持
ち
で
な
い

人
も
、
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
と
し

て
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
住
基
カ
ー
ド
は
、
即
日
交
付
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
市
民

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
５

公
的
個
人
認
証
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

http://w
w

w
.jpki.go.jp/

お
知
ら
せ

伊
豆
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
に
伴
う

交
通
規
制
に
つ
い
て

　

伊
豆
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
開
催
に
伴
い
、

修
善
寺
駅
か
ら
三
嶋
大
社
に
か
け
て
交
通

渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
沿
道
で
の
ご

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
／

２
月
15
日
（
日
）

９
時
２
分
修
善
寺
駅
北
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス
／

修
善
寺
駅
北
→
牧
之
郷
→
大
仁
駅
→
広
瀬

神
社
前
交
差
点
→
神
島
橋
→
長
岡
小
坂

→
田
方
消
防
北
署
→
三
嶋
大
社
門
前
通
り

問
合
せ
／
伊
豆
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局

（
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
内
）

☎
０
５
５
（
９
８
０
）
０
８
４
３

社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

巡
回
交
通
事
故
相
談

　

静
岡
県
交
通
事
故
相
談
所
の
専
門
相
談

員
が
、
交
通
事
故
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
ま
す
。
交
通
事
故
で
お
困
り

の
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と
き
／
２
月
12
日
（
木
）
10
時
～
15
時

と
こ
ろ
／
市
役
所
本
庁

内
容
／
損
害
賠
償
・
自
動
車
保
険
の
請
求
、

示
談
・
調
停
・
訴
訟
な
ど
の
相
談

費
用
／
無
料

持
ち
物
／

交
通
事
故
証
明
書
、
医
師
の
診
断
書
、

事
故
現
場
の
略
図
な
ど

申
込
み
／
２
月
９
日
（
月
）
ま
で
に
地
域

づ
く
り
課
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／

地
域
づ
く
り
課
☎
（
72
）
９
８
６
７

市
指
定
ご
み
袋
・
ご
み
処
理
券
の

販
売
店
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

　

市
指
定
ご
み
袋
・
ご
み
処
理
券
が
、
次

の
店
舗
で
も
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

〇
龍
華
工
芸
（
修
善
寺
７
８
４
） 

　

☎
（
72
）
２
８
０
２

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▲市指定ごみ袋（下）
ごみ処理券（上）▲住基カード見本

静岡中央銀行 修善寺支店

牧
之
郷
駅

至
三
島

修
善
寺
道
路

修善寺醤油㈱
交差点

レモンハウスレモンハウス

スタートスタート

新大仁橋

狩野川

大
仁
駅

広瀬神社前
交差点

広瀬神社

至伊東大仁小

■8時45分～
修善寺醤油㈱交差点から
牧之郷方向は交通規制

■8時50分～最終走者通行後
県道熱海大仁線（レモンハウス～
広瀬神社前交差点）が全面通行止め

交通規制場所

■8時30分～9時10分ごろ
静岡中央銀行修善寺支店から
レモンハウスまでが全面通行止め

■8時55分～
富士屋旅館前交差点から全面通行止め
※新大仁橋で誘導案内をしますので、
　迂回をお願いします。

広瀬神社前交差点以降も、
コース道路は交通規制
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お知らせ
水
道
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

12
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
水
道
凍
結

事
故
が
多
発
し
ま
す
。
気
温
が
マ
イ
ナ
ス

４
℃
以
下
に
な
る
と
水
道
の
凍
結
事
故
が

急
に
多
く
な
り
ま
す
。
凍
結
し
た
個
所
が

日
中
に
な
る
と
溶
け
出
し
、
水
道
管
が
破

損
し
た
場
合
、
思
わ
ぬ
漏
水
事
故
と
な
り

修
理
に
多
く
の
費
用
が
掛
か
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
メ
ー
タ
ー
か
ら
先
の
水
道
管
が

破
損
し
た
場
合
は
、
所
有
者
の
負
担
に
な

り
ま
す
。

■
ど
ん
な
と
き
に
注
意
が
必
要
？

○
外
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
っ

た
と
き
。

○
旅
行
な
ど
で
家
を
留
守
に
す
る
な
ど
、

長
時
間
水
道
を
使
用
し
な
い
と
き
。

○
『
真
冬
日
』（
１
日
中
外
気
温
が
氷
点
下

の
日
）
が
続
い
た
と
き
。

■
凍
結
し
や
す
い
場
所
は
？

○
水
道
管
が
露
出
し
て
い
る
場
所
。

※
給
湯
器
の
接
続
部
な
ど
で
事
故
が
多
い

で
す
。

○
北
側
に
あ
る
水
道
管
。

○
風
当
た
り
の
強
い
場
所
。

■
凍
結
を
防
止
す
る
に
は
？

○
水
道
管
が
露
出
し
て
い
る
場
合
に
は
、

保
温
材
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
地
面
に
近

い
場
所
で
は
、
土
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
も

有
効
で
す
。

○
最
も
気
温
が
下
が
る
夜
か
ら
朝
に
か
け

て
凍
結
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
蛇
口

か
ら
ス
ト
ロ
ー
の
太
さ
程
度
に
水
を
出

す
こ
と
も
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

の
際
、
風
呂
な
ど
に
た
め
て
お
く
と
水

が
無
駄
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら
？

　

凍
結
個
所
に
タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の

上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
ま

し
ょ
う
。

※
熱
湯
は
か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
！
水
道

管
が
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

■
水
道
管
が
漏
水
し
て
し
ま
っ
た
ら
？

○
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
止

水
栓
を
閉
め
て
水
を
止

め
、
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
（
指
定
工
事

店
）
に
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
上
下
水

道
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
使
用
者
が
不
在
で
、
近
隣
の
人
か
ら
連

絡
を
い
た
だ
い
た
場
合
、
市
で
止
水
栓

を
止
め
、
漏
水
が
あ
っ
た
旨
の
メ
モ
を

投と
う

函か
ん

し
ま
す
。

問
合
せ
／
上
下
水
道
課
☎
（
83
）
３
９
０
０

平
成
27
年
度
採
用

伊
豆
市
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
募
集

■
図
書
館
司
書

任
期
／
１
年
（
平
成
27
年
４
月
１
日
～
）

募
集
人
数
／
15
人

基
本
給
（
月
給
）
／
12
万
３
８
４
０
円

勤
務
形
態
／
週
31
時
間
勤
務

※
土
日
祝
日
を
含
め
た
変
則
勤
務
あ
り
。

受
験
資
格
／
図
書
館
司
書
資
格
ま
た
は
図

書
館
勤
務
経
験
が
あ
り
、
市
税
に
滞
納
が

な
い
こ
と

福
利
厚
生
／
社
会
保
険
（
健
康
保
険
・
厚

生
年
金
）
お
よ
び
雇
用
保
険
加
入

勤
務
場
所
／
市
内
図
書
館

試
験
／
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

申
込
み
／
１
月
６
日
（
火
）
か
ら
総
務
課

と
修
善
寺
図
書
館
で
配
布
す
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
１
月
22
日
（
木
）

ま
で
に
総
務
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ
／

修
善
寺
図
書
館
☎
（
72
）
９
８
６
８

■
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

任
期
／
１
年
（
平
成
27
年
４
月
１
日
～
）　

※
最
長
で
1
年
間
の
延
長
あ
り
。

募
集
人
数
／
26
人

基
本
給
（
月
給
）
／
11
万
９
８
４
５
円

勤
務
形
態
／
週
30
時
間
勤
務

※
月
～
土
曜
日
の
う
ち
週
５
日
。

受
験
資
格
／
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭

の
資
格
を
有
し
、
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

福
利
厚
生
／
社
会
保
険
（
健
康
保
険
・
厚

生
年
金
）
お
よ
び
雇
用
保
険
加
入

勤
務
場
所
／

保
育
園
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園

試
験
／
書
類
診
査
お
よ
び
面
接

申
込
み
／
１
月
６
日
（
火
）
か
ら
総
務
課

と
こ
ど
も
課
で
配
布
す
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
１
月
27
日
（
火
）
ま

で
に
総
務
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

要
介
護
認
定
在
宅
訪
問
調
査
員
を
募
集

内
容
／
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
訪
問
調

査
業
務
（
月
10
～
20
件
程
度
）

応
募
資
格
／
保
健
師
、
看
護
師
、
介
護
支

援
専
門
員
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
、

普
通
自
動
車
ま
た
は
原
付
バ
イ
ク
の
運
転

免
許
を
持
つ
人

募
集
人
数
／
若
干
名

報
酬
／
１
件
当
た
り
４
千
円

費
用
弁
償
／
１
日
当
た
り
１
３
０
０
円

業
務
先
／
市
内
の
居
宅
、
医
療
機
関
、
介

護
保
険
施
設

申
込
み
／
履
歴
書
お
よ
び
資
格
証
の
写
し

を
１
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
長
寿
介
護
課

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
長
寿
介
護
課
☎
（
74
）
０
１
５
０

井
上
靖
作
品
読
書
感
想
文
感
想
画
発
表
・

表
彰
式
・
記
念
行
事

　

伊
豆
市
で
幼
少
期
を
過
ご
し
た
文
豪
井

上
靖
の
命
日
に
近
い
休
日
に
、
毎
年
『
読

書
感
想
文
感
想
画
発
表
・
表
彰
式
・
記
念

行
事
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

記
念
行
事
と
し
て
、
劇
団
し
ろ
ば
ん
ば
に

よ
る
創
作
劇
の
公
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

と
き
／
1
月
25
日
（
日
）

と
こ
ろ
／
天
城
会
館

内
容
／

○
墓
参
（
熊
野
山
墓
地
）
10
時
～

○
読
書
感
想
文
感
想
画
発
表・表
彰
式
11
時
〜

○
劇
団
し
ろ
ば
ん
ば
創
作
劇
13
時
〜

　

12
時
30
分
開
場

そ
の
他
／
入
場
無
料

問
合
せ
／

○
読
書
感
想
文
感
想
画
発
表
・
表
彰
式

　

社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

○
劇
団
し
ろ
ば
ん
ば
創
作
劇

　

天
城
湯
ケ
島
支
所
☎
（
85
）
１
１
１
１

狩
野
川
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
ラ
ン
ニ
ン
グ

参
加
者
募
集

　

順
位
を
競
わ
な

い
誰
で
も
気
軽
に

走
れ
る
ラ
ン
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

　

狩
野
川
の
自
然

を
感
じ
な
が
ら
、

み
ん
な
で
楽
し
く

気
持
ち
の
い
い
汗

を
流
し
ま
せ
ん
か
。

と
き
／
２
月
１
日
（
日
）

９
時
〜
受
け
付
け

受
付
場
所
／
（
株
）
モ
ガ
ワ
駐
車
場

コ
ー
ス
／
狩
野
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

参
加
資
格
／

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人

○
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
（
５
㎞
）

　

中
学
生
以
上

○
ノ
ー
マ
ル
コ
ー
ス
（
３
㎞
）

　

小
学
３
年
生
以
上

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
（
２
㎞
）

　

誰
で
も
可

そ
の
他
／
参
加
賞
、
完
走
証
や
豚
汁
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
ま
す
。

申
込
み
／
本
庁
、各
支
所
な
ど
に
あ
る
『
参

加
申
込
書
』
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
１

月
23
日
（
金
）
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
社

会
教
育
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
83
）
５
４
９
８

土
肥
唱
歌
教
室

（
い
ず
生
き
い
き
カ
レ
ッ
ジ
合
同
講
座
）

　

懐
か
し
い
唱
歌
を
歌
い
ま
す
。
一
人
だ

け
で
歌
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
き
／
２
月
２
日
（
月
）

と
こ
ろ
／
土
肥
支
所

講
師
／
杉
山 

晴
美 

氏

参
加
費
／
無
料

申
込
期
間
／

１
月
19
日
（
月
）
～

２
月
２
日
（
月
）

申
込
み
・
問
合
せ
／

社
会
教
育
課

☎
（
83
）
５
４
７
６

男
性
の
た
め
の
生
き
が
い
発
掘
講
座

　

新
し
い
趣
味
・
仲
間
づ
く
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き
／
２
月
３
日
（
火
）・
10
日
（
火
）・

16
日
（
月
）・
24
日
（
火
）

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
ほ
か

内
容
／
全
４
回

①
講
演
会

　
『
第
二
の
人
生
を
充

実
さ
せ
よ
う
！
』

②
『
ダ
ン
ベ
ル
体
操

教
室
』

③
『
そ
ば
打
ち
教
室
』

④
『
庭
木
の
剪
定
教
室
』

対
象
／
市
内
の
60
歳
～
65
歳
の
男
性

定
員
／
20
人
程
度

参
加
費
／
千
円
（
そ
ば
打
ち
教
室
材
料
代
）

申
込
み
／
1
月
21
日
（
水
）
ま
で
に
社
会

教
育
課
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／

社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

『
チ
ャ
リ
テ
ィ
古
本
市
』
と

古
雑
誌
無
料
配
布
を
開
催

■
『
チ
ャ
リ
テ
ィ
古
本
市
』　

と
き
／

２
月
７
日
（
土
）
９
時
～
17
時

２
月
８
日
（
日
）
９
時
～
16
時

と
こ
ろ
／
修
善
寺
図
書
館

そ
の
他
／
本
の
寄
贈
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
集
ま
っ
た
募
金
は
、
全
額
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
付
し
ま
す
。

■
古
雑
誌
無
料
配
布

と
き
・
と
こ
ろ
／　

○
２
月
７
日
（
土
）・
８
日
（
日
）

　

修
善
寺
図
書
館

○
１
月
31
日
（
土
）
～
２
月
８
日
（
日
）

　

中
伊
豆
図
書
館
、

　

天
城
図
書
館
、
土
肥
図
書
館

※
い
ず
れ
の
会
場
も
時
間
は
９
時
か
ら
と

　

な
り
ま
す
。

※
無
く
な
り
次
第
、
終
了
し
ま
す
。

問
合
せ
／
修
善
寺
図
書
館
☎（
72
）９
８
６
８

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

▲感想文発表の様子（昨年度）

▲止水栓
▲露出した水道管には保温材
を付けましょう



2015. 123 2015. 1 22

お知らせ
伊
豆
市
交
流
協
会
『
日
本
文
化
に
ふ
れ

よ
う
会
』
外
国
人
参
加
者
募
集

　

伊
豆
総
合
高
等
学
校
郷
土
芸
能
部
に
よ

る
太
鼓
体
験
や
弓
道
部
見
学
、
お
に
ぎ
り

作
り
を
行
な
い
ま
す
。
『
日
本
文
化
に
ふ

れ
よ
う
会
』
を
通
し
て
伊
豆
市
や
日
本
の

魅
力
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
／
２
月
14
日
（
土
）
10
時
～
14
時

と
こ
ろ
／

伊
豆
総
合
高
等
学
校
、
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

対
象
／

伊
豆
市
内
と
そ
の
周
辺
に
住
む
外
国
人

参
加
費
／
５
０
０
円

申
込
み
／
１
月
26
日（
月
）（
必
着
）ま
で
に
、

次
の
①
～
④
を
お
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ

ー
ル
で
伊
豆
市
交
流
協
会
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

①
氏
名
②
住
所
③
連
絡
先
④
出
身
国
籍

伊
豆
市
交
流
協
会
（
観
光
交
流
課
内
）

☎
（
72
）
９
９
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
72
）
９
９
０
９

メ
ー
ルkouryu@

city.izu.shizuoka.jp

問
合
せ
／
観
光
交
流
課
☎
（
72
）
９
９
１
１

『
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
教
室
』

受
講
生
募
集

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
話
題
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
、

実
は
と
て
も
身
近
な
病
気
で
す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ

を
知
り
、
予
防
法
を
学
ぶ
『
Ｃ
Ｋ
Ｄ
教

室
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
初
期
の
う
ち
は
自
覚
症
状

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
放
置
す
る
と
や
が
て

人
工
透
析
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
心
臓
や

血
管
の
病
気
な
ど
重
篤
な
疾
病
を
引
き
起

こ
し
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
参
加
で
き
ま
す
よ
う
、
土
日
と

平
日
の
教
室
を
用
意
し
ま
し
た
。

と
き
／

○
土
日
の
教
室
…
①
1
月
31
日（
土
）

　

②
２
月
８
日（
日
）

○
平
日
の
教
室
…
①
２
月
24
日（
火
）

　

②
３
月
２
日（
月
）

13
時
30
分
～
15
時　

13
時
受
け
付
け

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容
／

①
『
新
た
な
国
民
病
！
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎

臓
病
）
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

～
そ
の
検
査
や
治
療
法
に
つ
い
て
～
』

　

個
別
相
談
（
希
望
者
）

　

講
師
：
熊
谷 

裕
通 

氏
（
静
岡
県
立
大
学

教
授
、
日
本
腎
臓
学
会
認
定
専
門
医
）

②『
Ｃ
Ｋ
Ｄ
重
症
化
予
防
の
た
め
の
食
事

　

～
食
塩
を
摂
り
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？
～
』

　

24
時
間
蓄
尿
検
査
（
希
望
者
）

　

講
師
：
円
谷 

由
子 

氏
（
静
岡
県
立
大
学

講
師
、
管
理
栄
養
士
）

対
象
／
健
診
で
尿
蛋
白
が
陽
性
、
ま
た
は

『
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
』
『
ｅ
‐
Ｇ
Ｅ
Ｒ
』
が

基
準
値
以
下
の
人
、
ま
た
は
治
療
中
の
人

や
興
味
の
あ
る
人

参
加
費
／
無
料

申
込
み
／
２
回
で
1
教
室
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
都
合
の
つ
く
日
を
選
ん
で
健
康
増

進
課
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／

健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

市
民
健
康
講
座
の
受
講
生
募
集

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
て
、
い
つ
ま
で
も

生
き
生
き
健
康
生
活
を
送
る
た
め
の
市
民
健

康
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

健
診
で
「
要
注
意
」
と
言
わ
れ
た
人
、
治
療

中
の
人
な
ど
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
運
動
の
教
室

と
き
／
1
月
16
日
（
金
）

13
時
15
分
～
15
時
30
分

内
容
／
体
組
成
測
定
、
健
康
づ
く
り
の
た
め

の
運
動
実
践

講
師
／

沼
部 

早
紀
子 

氏
（
日
本
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
健
康
運
動
指
導
士
）

■
医
師
・
管
理
栄
養
士
の
講
義

と
き
／
1
月
22
日
（
木
）

13
時
15
分
～
15
時
30
分

内
容
／
『
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

が
ん
…
意
外
な
関
係
』

講
師
／

佐
藤 

文
彦 

医
師
（
順
天
堂
静
岡
病
院
糖
尿

病
・
内
分
泌
内
科
科
長
）

西
島 

あ
け
み 

氏
（
静
岡
県
栄
養
士
会　

管

理
栄
養
士
）

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

参
加
費
／
無
料

特
典
／
伊
豆
市
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
ボ
ー
ナ

ス
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

申
込
み
／
各
講
座
の
前
日
ま
で
に
健
康
増
進

課
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／

健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

編
集
後
記

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

季
節
は
す
っ
か
り
冬
に
な
り
ま
し
た
。
各

地
で
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
駅
伝
大
会
が
行
な

わ
れ
、
テ
レ
ビ
で
見
る
こ
と
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
市
内
で
も
、
各
小
学
校
で
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
が
冬
の
寒
さ
に
負
け
ず
一
生
懸
命

走
っ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
し

て
何
よ
り
、『
し
ず
お
か
市
町
対
抗
駅
伝
』。

結
果
は
市
の
部
２５
位
！
伊
豆
市
を
代
表
し

て
疾
走
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
に
、
感
謝
の

気
持
ち
が
尽
き
ま
せ
ん
。

郷
土
資
料
館
だ
よ
り
22

を
開
け
る
と
上
段
に
灰
座
、中
段
に
抹
香

入
れ
、下
段
の
引
き
出
し
に
は
手
の
形
を

し
た
竹
製
の
灰
な
ら
し
、木
製
の
横
長
の

灰
押
し
、Ｓ
字
型
の
香
形
４
点
が
入
っ
て
い

ま
す
。

開
館
時
間
／

９
時
～
16
時（
毎
週
木
曜
日
休
館
）

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、小
中
高
生

１
５
０
円（
県
内
小
学
生
無
料
）

問
合
せ
／
修
善
寺
郷
土
資
料
館

☎（
72
）１
９
３
４

■
常
設
展
示
資
料
紹
介

　

今
月
は
常
設
展
示
し
て
い
る
資
料
の
中

か
ら
、古
く
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た『
時
』

を
知
る
道
具『
香
時
計
』を
紹
介
し
ま
す
。

★
今
月
の
こ
の
一
点

『
香
時
計
』 

山
下 

弘
之 

氏（
牧
之
郷
）蔵

　『
香
時
計
』は
抹
香（
粉
末
状
の
香
）の

燃
え
具
合
に
よ
っ
て
時
刻
を
知
る
も
の
で
、

『
時
香
盤
』、『
香
盤
時
計
』と
も
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
。ま
た
古
く
か
ら
寺
院
な
ど
で

香
ま
た
は
火
を
絶
や
さ
ぬ
た
め
に
用
い
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、『
常
香
盤
』と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。

　

香
時
計
は
既
に
6
世
紀
ご
ろ
の
中
国
で

使
用
さ
れ
、正
倉
院
に
も
当
時
の
も
の
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。『
香
時
計
』は
、明
治
の

改
暦（
１
８
７
３
年
）ま
で
は
一
般
の
家
庭

で
も『
時
』を
知
る
手
段
と
し
て
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
。し
か
し
、機
械
仕
掛
け
の
時
計

の
普
及
に
よ
っ
て
日
常
生
活
の
中
か
ら
消

え
去
って
い
き
ま
し
た
。

　

使
い
方
は
、香
型
と
呼
ば
れ
る
定
規
を
用

い
て
ジ
グ
ザ
グ
模
様
に
抹
香
を
埋
め
置
き
、

一
端
か
ら
火
を
付
け
、香
が
燃
え
た
位
置

で
時
刻（
時
の
経
過
）を
測
り
ま
す
。例
え

ば
明
六
つ
か
ら
暮
れ
六
つ
ま
で
な
ら
、香
の

長
さ
を
６
等
分
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に

時
刻
札
を
立
て
て
使
用
し
ま
し
た
。

　

こ
の
木
製
の
香
時
計
は
、格
子
状
の
ふ
た

今月の表紙

　今月の表紙は、11月22日
（土）に修善寺小学校で行なわ
れた『三世代ふれあい交流会』
の様子です。
　３世代のふれあいをさらに深
めようと、同校のＰＴＡと地元
の老人クラブが企画しました。
児童は、保護者やお年寄りと一
緒になって、もちつきや正月の
お飾り作りなどをして、交流を
しました。

伊豆市の人口
（平成26年12月1日現在）

　　男：15,801人（－8）

　　女：17,215人（－20）

　　計：33,016人（－28）

世帯数：13,445世帯（－14）

※（　）内は前月比

伊豆市制施行 10 周年
今月の民間団体主催・冠事業のご紹介
①1 月 18 日（日）開催！ 伊豆市駅伝大会
ところ／狩野グラウンド～生きいきプラザ
問合せ／社会教育課☎（83）5477
②1 月 25 日（日）開催！
井上靖作品読書感想文感想画発表・表彰式・記念行事
ところ／天城会館
問合せ／社会教育課☎（83）5476

西

▲香時計（①香型、②③灰押し、④灰ならし )

▲交流の様子（平成 24 年度）

▲講師による個別相談（昨年度）

▲第１回の講義（平成 26 年 11 月）

① ②

③④
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＊健康増進課＊

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

＊健康増進課＊

食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

試してクッキング！試してクッキング！

メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会

＊余ったおもちを使って＊

材　料　（4人分）　 作　り　方

①根深ネギは斜め薄切りに
する。
②豚バラ肉は食べやすい大
きさに切り、甜麺醤を絡
めておく。
③シイタケは斜め半分に切
る。ニンジンは薄切りに
する。モチは半分に切る。
④25㎝角に切ったアルミホ
イルを4枚用意し、片面に
ごま油を薄く塗る。材料
を4等分し、ごま油を塗っ
た側に食材を置き、包む。
⑤200℃に温めたオーブン
で15分程度焼く。

◆根深ネギ……………１本
◆豚バラ肉…………2５０ｇ
◆甜麺醤（テンメンジャン）
　………………・…大さじ４
◆生シイタケ…………6枚
◆ニンジン…………1/2本
◆切りモチ（小）………2個
◆ごま油………………少々

～野菜は『ファイトケミカル』の宝庫～～野菜は『ファイトケミカル』の宝庫～

根深ネギと豚肉の
　　　　　　モチ入り包み焼き

根深ネギと豚肉の
　　　　　　モチ入り包み焼き

1人分
栄養価

◇エネルギー…397kcal　◇タンパク質…12.2g
◇脂質…27g  ◇食塩…1g

　『ファイトケミカル』とは、栄養素（ビタミンなど）以外の『非
栄養素』のことで、強力な抗酸化作用により病気の予防効果が期待
されています。野菜の１盛りにもポリフェノール、カロテノイド硫
黄化合物など、100種類を超えるファイトケミカルが含まれ、ネギ
類の香りからも取ることができます。いろいろな野菜をバランスよ
く食べましょう。　　　　伊豆市食育推進会議　伊東 修（上白岩）

広報いずは、
古紙パルプ配合の再生紙を使用しています。

田村 心晴ちゃん

　    たむら   こはる

（八幡）

大川 華音ちゃん     おおかわ かのん　　　

（上船原
）

池田  樹ちゃん

　     いけだ  いつき　　　

（牧之郷）

新谷 清一郎ちゃん

    にいや  せいいちろう　

（柏久保）

木下 蒼ちゃん
   　

  きのした あおい　　　

（柏久保）

陶山 大護ちゃん

　   すやま　だいご　

（原保）

梅原 来夏ちゃん

      うめはら  こなつ

（修善寺）

三

田 しおんちゃん

     み  た　　　

（上白岩）

髙木 遼太ちゃん

　   たかぎ   りょうた

（柏久保）

尾鷲 咲弥ちゃん       おわし    さ  や　　

（関野）
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